
城址公園のこども遊園地の現状と課題等について 

 

１ 城址公園のこども遊園地の現状等 

・こども遊園地は、令和６年８月 30日の台風第 10号の影響により、屏風岩西堀法

面の崩落があり、崩落場所が遊園地の通路や豆汽車の乗降ホームに近接している

ことから、利用者の安全を考慮し、現在、休園している。 

・崩落の応急措置として、法面全体を大型の防水シートで被覆し、雨水の浸水等に

よる更なる崩落を防止している。 

・こども遊園地の管理運営は、平成３年度から（一財）小田原市事業協会に委託し

ている。令和７年度は園内の清掃、除草及び遊器具の点検修理等の業務を委託し

ている。 

・屏風岩西堀法面の復旧については、令和７年度に実施設計を行い、令和８年度か

ら復旧工事に着手し、完了までに２年程度を要する見込みである。 

 

 〈 位置図 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考１】遊器具について（令和７年４月現在） 

（１）豆汽車 機関車１両及び客車３両 定員 36人（12人/両） 

（２）バッテリーカー ６台 

（３）自動遊器具（定置式） 18台 

※平成８年２月に飛行塔及び観覧車を撤去。平成 30年２月にメリーカップを撤去。 
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【参考２】遊器具の使用料（令和７年４月現在） 

遊器具 使用料 備  考 

豆汽車 

バッテリーカー 
80円/回 

豆汽車は２周/回 

バッテリーカーは 90秒/回 

自動遊器具 30円/回  

  

  

【参考３】こども遊園地の利用者数、遊器具使用料収入、支出の状況    （千円） 

年 度 
延べ利用者数 

  （人） 

遊器具使用料 

収 入 

支 出 

(管理運営費等) 
収 支 

令和元 268,600 16,748 47,918 △31,170 

  ２ 136,300 8,737 47,094 △38,357 

 ３ 233,200 14,082 47,612 △33,530 

 ４ 249,600 14,571 54,462 △39,891 

 ５ 300,400 18,291 50,434 △32,143 

 ６ 106,900 6,485 35,384 △28,899 

 

２ 城址公園のこども遊園地の課題等 

・屏風岩西堀法面の復旧に時間を要するため、遊器具の部品調達等のメンテナンス

に支障が生じる。 

 ・豆汽車の軌道は全体的に状態が悪いため、すべてを取り換える場合は相当の費用

を要する。今後、電源修繕も見込まれる。 

 ・こども遊園地は、市制施行 10 周年（1950 年）に開催した「小田原こども文化博

覧会」に併せて設置されて以来、長きにわたり、多くの市民に親しまれている。

利用しやすい料金体系と立地環境などから、親子三世代で利用されている。 

 ・こども遊園地の延べ利用者数は、平成５年（1993 年）までは 100 万人/年度を超

えていたが、遊器具の撤去や動物園の縮小（令和 5 年 12 月閉園）などに伴い、

段階的に減少している。 

 ・史跡小田原城跡では、史跡の本質的価値を未来に伝えるため、史跡整備を進めて

いる。「史跡小田原城跡保存活用計画」（令和３年（2021年）文化財課策定）で

は、こども遊園地について「遊具の寿命を見据え、段階的に撤去を検討する」と

する取り扱い方針を示している。 

資 料 



令和６年８月 30日 崩落状況 

① 斜面下側から望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 斜面下側から望む（シート被覆後） 

 

 

 

 

 

 

 

こども遊園地側から望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 
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